































金石学を復元し、その特徴と学術的な価値を論じているのである。   



















金石学が盛んになった状況として、以下の四点が指摘されている。   
①金石に関する著作が多い。   
②記録にみえる金石器物の数量が多い。   
③金石学者が多い。   
④研究方法が確立された。   
以下の章ではこの①～④が論述されるわけであるが、このうち、②については第1章の後半で、  
金石学関連の書籍のほか、随筆類を博捜して解明している。   
第2章では、①と③について紙幅をとって解明している。まず③については、清の李遇孫『金  
石学録』と清の陸ノ［一、源『金石学録補』に載せる200人の宋代金石学者の名簿以外に、各署から博  
捜した金石学者93人について小伝を作成し、可能な者は生卒年を割り出している。また①につい   



























































































集 初集� (台湾大事出版中心、2005年9月、1"""'18頁) を参照。
( 3 )朱剣心『金石撃� (襲文印書館、1940年)は戦前の金石学の代表作として民園叢書に収められている。
( 4 )柏書房『書の総合事典� (井垣清明・石田肇・伊藤文生・津田雅弘・鈴木晴彦・高城弘一・土屋昌明編著、
2010年11月)でも、とくに「金石学」 の項は三名の執筆者によって5 頁を費して詳しく述べている。
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